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■核兵器とは
　核兵器とは、核分裂の連鎖反応により、膨大なエネルギーが放出される原理を利用して、爆風、熱放射、
放射線などの作用を破壊に用いる兵器の総称を言います。

■広島と長崎に落とされた原爆の違い
　広島に投下された原子爆弾は、ウランを用いたもので、小型であったため「リトルボーイ」（ちび）と呼ばれ
ていました。一方長崎に投下された原子爆弾はプルトニウムを用いたもので、その容姿から「ファットマン」
（ふとっちょ）と呼ばれていました。

■広島・長崎の原爆被害の比較

　 長 崎 市 長 あ い さ つ　　
　

　浦安市非核平和事業記念誌の発刊をお祝い申し上げますとともに、浦安被爆者つ
くしの会が設立20周年を迎えられたことに心からお慶び申し上げます。
　被爆者が高齢化し、戦争を知らない世代が多数を占める現在、被爆の実相を継承
することは重要な課題となっています。このようななか、浦安被爆者つくしの会を
はじめとする浦安市の皆様におかれましては、長年真摯に平和活動に取り組んでお
られることに、心から敬意を表します。
　1945年8月9日午前11時2分、長崎の街は一発の原子爆弾により、一瞬にして壊滅
的な被害を受けました。子どももお年寄りも無差別に7万4千人の尊い命が奪われ、
7万5千人が負傷しました。原爆投下から68年目を迎える現在も多くの方々が放射線
の後障害に苦しんでいます。　
　被爆者をはじめとする長崎市民は、核兵器による惨禍が二度と繰り返されること
のないよう、核兵器廃絶と世界恒久平和を訴え続けてきました。
　2009年4月、チェコのプラハで「核なき世界」を目指すと演説したアメリカのオバ
マ大統領の登場により、核兵器廃絶への機運が高まりましたが、依然として世界に
は1万7千発以上の核弾頭が存在しています。
　しかし、今年6月、オバマ大統領はドイツのベルリンで演説を行い、具体的な核
軍縮の方針を明らかにしました。大統領があらためて核兵器廃絶の実現にむけて決
意表明したことを歓迎するとともに、市民社会からも核兵器廃絶の流れを確実で、
力強いものにしていかなければならないと考えています。
　貴市にも加盟していただいている日本非核宣言自治体協議会は、今年で設立30周
年を迎えます。当協議会では、原爆展の開催支援や親子記者事業の実施、北東アジ
ア非核兵器地帯の創設にむけた署名活動など、核兵器廃絶にむけた様々な取り組み
を行っています。私たちは、今後とも自治体や市民社会と連携し、核兵器廃絶を訴
えてまいります。
　浦安市の皆様におかれましては、引き続きお力添えを賜りますようお願い申し上
げます。
　最後に、浦安市の皆様のますますのご健勝とご活躍を心から祈念いたしまして、
お祝いの言葉といたします。

　　長崎市長　　田　上　富　久
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タンバー（隔離材）

核分裂物質（ウラン235）

起爆装置

中性子源
ちゅうせいし げん 火薬

広島型原爆

長さ3m　直径0.7m　重さ4トン
火薬を使った爆弾1万5千トン相当
「リトルボーイ（ちび）」と呼ばれた

タンバー（隔離材）核分裂物質（プルトニウム239）

起爆装置中性子源

火薬

長崎型原爆

長さ3.25m　直径1.52m　重さ4.5トン
火薬を使った爆弾2万1千トン相当
「ファットマン（ふとっちょ）」と呼ばれた

原爆投下日時 1945年（昭和20年）8月6日
午前8時15分

1945年（昭和20年）8月9日
午前11時02分

1945年中の死者数（推定） 約14万人 
（当時の人口は約35万人）

約7万4000人
（当時の人口は約24万人）

広　島 長　崎

※数字は、長崎市・広島市ホームページ参照

原爆投下前の産業奨励館
（広島平和記念資料館所蔵）

原爆投下後の産業奨励館
（撮影者：林寿麿　
写真提供：広島原爆被災撮影者の会　
　　　　　広島平和記念資料館所蔵）

原爆投下後の爆心地付近
（長崎原爆資料館所蔵）

（長崎市ホームページから抜粋）

平和へのあゆみ　4-5P　　　2校
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1.原子爆弾の基礎知識

■世界の核兵器
　2009年にアメリカのオバマ大統領がチェコのプラハで行った演説の中で、「核兵器のない世界」を表明し、
世界中の注目が集まりました。旧ソ連とともに核開発をリードしてきたアメリカ自ら強い意志を表明したこ
とで、核軍縮・核不拡散に対する国際社会の期待が一気に高まりました。しかし依然として核兵器の完全廃
絶は達成されていません。現在、世界中には核兵器として使用できる核弾頭は約1万7000発あると言われて
います。
　世界で唯一の戦争被爆国として、二度と原子爆弾が使用されることのないよう、核兵器廃絶に向けて、み
なさん一人ひとりの平和への意識を高めていくことが大切ではないでしょうか。

■その他の被爆被害（第五福竜丸事件）
　広島・長崎で原爆が投下されてから、世界で核兵器は使用されていません。しかし昭和29年（1954年）3月
1日、マグロ漁船として遠洋漁業に出ていた「第五福竜丸」が、太平洋のマーシャル諸島にあるビキニ環礁で
アメリカが行った水爆実験によって被爆しました。
　実験当時、第五福竜丸はアメリカが当初設定していた危険水域の
外で操業していましたが、放射性降下物の降灰（いわゆる「死の灰」）
を受け続けることとなり、第五福竜丸の船員23名は全員被爆しまし
た。後にアメリカは危険水域を拡大し、第五福竜丸以外にも危険区
域内で多くの漁船が操業していたことが明らかになりました。当時
無線長だった久保山愛吉さんは、この出来事の半年後、「原水爆によ
る犠牲者は、私で最後にして欲しい」と遺言して亡くなりました。
　その後「第五福竜丸」は水産大学の練習船として活用され、夢の島
（東京都江東区）に打ち棄てられました。そのことが報道されたこと
をきっかけに区民らが保存活動を行い、現在東京都立第五福竜丸展
示館に保管・展示されています。

1.原子爆弾の基礎知識

■原子爆弾の特徴
【熱　線】
　原爆の爆発の瞬間、落下中心地付近では約3000℃か
ら4000℃の高温となりました。太陽の表面温度が約
6000℃、鉄が溶ける温度が約1500℃であることを考え
ると、異常なほど高温の熱線が放出されました。爆心地
付近にいた人々は、あまりの高熱に一瞬のうちに身体が
炭のようになったと考えられています。

【爆　風】
　爆発の威力で強力な爆風が発生しました。爆心地付
近では、秒速約300ｍもの爆風であったと推定され、当
時木造が主流であった建物は、広範囲にわたり倒壊し
ました。このすさまじい爆風により、人々は吹き飛ば
され、様々な破片が散弾のように身体に突き刺さりま
した。

【放射線】
　原爆がほかの爆弾と異なる点は、放射線の放出でした。放射線は物質や人体を透過する力が非常に大き
く、その際に細胞や遺伝子異常を引き起こします。損傷の程度は被爆量によって異なりますが、爆心地から
１㎞以内で被爆した人のうち、無傷であってもその大多数の人が死亡しています。原爆爆発時に放出された
放射線のほか、燃え残りのものが地上降下したもの（いわゆる「死の
灰」）や放射性物質が混ざった雨（いわゆる「黒い雨」）などの残留放射
線により被爆した人も多いといわれています。被爆による被害は一
時的なものではなく、白血病・甲状腺がん・乳がん・大腸がんなど
長期に及び様々な病気を発症します。原爆投下から68年経過した
今でもなお、多くの人々に影響を及ぼしています。

現在の第五福竜丸

放射線障害で歯茎の炎症と脱毛がみられる。
（撮影者：木村権一　広島平和記念資料館所蔵）

強烈な爆風により浦上天主堂北側の川床に
吹き飛ばされた鐘楼ドーム。右奥は天主堂の北壁。

（長崎原爆資料館所蔵）

万代橋欄干の影｡橋床上に熱線を浴びた際、
欄干の影の部分だけが焼けないで白く残った。
（撮影：米軍　広島平和記念資料館所蔵）

（長崎市ホームページから抜粋）

平和へのあゆみ　6-7P　　　3校
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